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今回は参加が叶わず申し訳ございません。事前に拝見・ご説明いただいた資料につ
いて、いくつか気づいた点を共有させていただきます。 
 
スライド 2 
・「①何に着目して、②どのようなタイミング・頻度で、③どのような者がアセスメン

トを行うか」について 
①に関しては、何が保護的・補償的に機能しているのかを、科学的枠組み（例：

PACEs 等）や子どもたちの声に基づく軸を重視して評価する視点が重要だと考えま
す。 

③については、これまでの議論にもあったように、子どもを単なる評価の対象と
するのではなく、可能な限り評価の主体ともする仕組みが望ましいと思います。す
なわち、まず子ども自身に対して、「すべての子どもの健やかな育ちに必要なこと
（基本的ニーズ）」と「社会的養護が必要な子どもに特有のニーズ（スペシャルニー
ズ）」があることを、子どもの権利の視点から共有する。その上で、「自分の願い」
「満たされていること・満たされていないこと」を、子ども自身が振り返り評価で
きる形にすることが重要ではないでしょうか。そうすることで、異なるタイミング
ごとに、子ども自身が「今はどうか」を見直すことが可能となり、②にもつながる
と考えます。 

・アセスメントシートを作成する場合には、既存の調査（子ども・若者ケアプランの
項目を含む）や地域現場ですでに活用されているツール、さらには海外の事例等を
網羅的に整理した上で、コア項目を抽出し、部会で議論を行うことが、生産的なプ
ロセスにつながるのではないかと思います。 

 
スライド 3 
・前回の内容ですみません、Ⅱ「経験」およびⅢ「環境」には、「肯定的な体験・関係

性・環境の有無」という観点も明示的に含められるとよいと考えます。 
・一方で、Ⅳについては、現在も逆境的な状況が継続している可能性も想定し、その

点も検討対象に含められるとよいのではないでしょうか。例えば、現在の生活環境
における安全・安心の不足や、子どもにとって負担となっている可能性のある面会
等、現在続いている逆境状態悪化の引き金（トリガ）となりうることについても視
野に入れることが必要かと思います。 

 
議事録等で改めて内容を確認させていただければ幸いです。 
どうぞよろしくお願い申し上げます。 
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